
羽島郡のキッズウィーク

　羽島郡内の小中学校では、休日ならではの豊
かな体験や家族や地域とふれあうことを目指し、
10月5日（土）～10月14日（月）まで「キッズウィー
ク」を実施しました。
　令和5年度のキッズウィークに関するアンケート
では、この機会に保護者も計画的に休みを取った
という記述が多くありました。家族で出かけたり、
地域でも楽しいイベントがたくさんあったりして、
有意義に過ごすことができたという回答も多くあ
りました。令和6年度もキッズウィークを充実させ
るために、郡内で様々な活動が行われました。
　羽島郡スポーツ推進委員協議会が主催して、
「羽島郡健康ウォーク強化day」が開催されまし
た。今年度は、スタート地点を「みなと公園」から
と、「木曽川堤防道路トンボ天国入り口」からの2
か所に増やし、より多くの方が参加しやすいように
しました。運営スタッフとして郡内の中学生がボラ
ンティアとして参加し、地域の皆様とかかわり、つ
ながるきっかけとなりました。
　笠松中央交流センターでは、世代の壁を越え
て、子どもから大人までみんなが楽しく交流できる
イベントとして、「かさまーる～あつまーる・つなが
ーる～」を実施しました。岐阜工業高等学校の生
徒たちが、課題研究を通して笠松町のよさを発信
したいと考え、工業高校の特色を生かした体験活

動や地域の方が講師のワークショップなどの企画
運営を行い、大盛況でした。
　岐南町では、今年度より、岐阜女子高等学校と
のコラボレーション企画として、ダンス教室と親子
料理教室を開講しました。参加者からは「地元で
採れた野菜を使い、おいしいピザを作り食べるこ
とができた」「普段は来ることのない高校に来て
活動することができて新鮮だった」という声が上
がりました。
　キッズウィークのねらいの一つである「家族と
のふれあいを増やす」ことも充実感につながりま
すが、地域の人々や文化とかかわりをもつことや、
普段は時間に追われてな
かなかできない自分の好
きなことに時間を使うこと
も、子どもたちにとっては
充実感につながったので
はないでしょうか。

　羽島郡二町教育委員会では、児童会・生徒会
で活躍したいと願う小中学生32名が参加する
「立志塾」を開催しています。

　第1回研修会は、岐阜県教育委員会義務教育
総括監の青木孝憲様から「よりよい未来とは、ど
んな未来なのか？」という問いから、一人一人のも
つ志や夢、希望、それらの実現に向けたリーダー
の役割を事例検証やグループワークを通じて学
びました。

　第2回研修会は高山で行いました。飛騨・世界
生活文化センター統括の六角裕治様から、「地域
を拠点にした探究学習の進め方」、「リーダーの
立ち居振る舞い」を学びました。午後は高山の陣
屋や古い街並みをグループで見学しました。

　現在は、各学校で自校の課題を焦点化し、取
組・評価の計画をしています。その後、全体での
研修会、各校の連携会議の過程で、各校の「より
よい学校（町）を目指して～私たちの学校（町）の
よさ・現状をふまえた取組」が実施されます。
　立志塾で育ったリーダーが起点となり、よりよい
機運が学校に醸成されることを期待します。

「立志塾」はよりよい学校づくりにつながる
取り組みを支援します

　ある算数のテストで、次のような答案用紙を目にしました。
　「ゆきこさんの家から駅までは30分かかります。8時50分に駅につくには、ゆき
こさんは家を何時何分に出るとよいですか。理由も書きましょう。」という問題に
対し、A子さんは次のように解答していました。
　答え：8時15分　にでるとよい。
　理由：8時20分だとギリギリで、あせると危ないから。
　私はこの答案に、子どもらしい純粋さを感じ、思わず笑みを浮かべました。
　きっとA子さんは、保護者や先生方から「時間を守ることは大切だよ。人との信
頼にもつながるからね。」などと教えてもらっているのでしょう。この答案から、
A子さんが日頃から5分前行動を大事にしていることが伝わってきました。
　そうした微笑ましさの反面、担当の先生は採点に迷いが生じたと思います。A子
さんがこの問題に正答する力があることは読み取れますが、テストとして厳密に採
点すれば誤答とせざるを得ないでしょう。しかし、「算数の力」と「道徳性」を結
び付けて解答したA子さんの人として評価は、花丸以上に匹敵するものだと思いま
す。採点された先生も、形を変えてA子さんのよさを褒めていただいたと聞きまし
た。

　さて、子どもたちは日々教科の学習に励んでいます。学期末には評定された通知
表を受け取ります。成績は、学習内容の達成度を示すひとつの尺度ですが、その学
びが社会につながってこそ「本物の力」であると考えます。A子さんのように、
「教科の力」を「生活」に生かす子どもが増えることを願っています。（但し、テ
ストの場ではなく、日常においてということを付加しておきます。）
　私たち大人は、そうした状況に出会ったときには、その値打ちを認めタイムリー
に子どもたちに返してやりたいものです。

羽島郡二町教育委員会
教育長　野 原 弘 康
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